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研究成果の概要（和文）：看護学と哲学の研究者が協力して、現象学的看護研究の教育法の確立を目指した。この作業
は研究方法の検討と同時に行う必要があった。そのため、①現象学的研究を行っている研究者や院生に疑問点や問題点
を出してもらい、それについて共同討議した。②現象学的看護研究の教科書を出版するために、共同研究者各自の原稿
を共同で討議した。③現象学的研究の成果は普遍性をもちうるか、どのようにそれを評価するかといった理論的問題に
ついて、講師を招いて討議した。

研究成果の概要（英文）：The researchers of nursing science cooperated with the researchers of philosophy 
tried to establish the educational method for the phenomenological nursing research. It was necessary at 
the same time to examine the research method. ①　We examined the problems and the questions raised by 
researchers and graduate school students practicing the phenomenological research. ②Preparing the 
textbook for the phenomenological nursing research, we examined the manuscripts of each participants. ③ 
We discussed the theoretical issues raised by invited lecturer: could the results of phenomenological 
research have a universality; how can we evaluate the result of phenomenological research?
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  １版



１．研究開始当初の背景 

 現象学的看護研究は、北米において R. 

Parse や P. Bennerらによって創始され、

カナダやイギリス、オーストラリア、スウ

ェーデン、韓国などで実践されるようにな

っている。 

  日本でも、この研究方法には高い関心が

集まっている。しかし、解説書のほとんど

が、質的研究の一つとして手短に説明して

いるにすぎない。それは、現象学的研究の

場合、あらかじめ決まった研究手順を提示

することができないので、研究方法につい

て述べようとすると実例を示す以外にない

からだと考えられる。 

 ただ、これからこの研究方法について学

ぼうとする人々に対して、決まった「手順」

を示すことはできないとしても、現象学の

基本となる考え方にもとづいて、研究の「指

針」を示すことはできるのではないか。そ

れはおそらく看護学と哲学の研究者が協力

することによってのみ可能になるだろう。 

 

２．研究の目的 

① 本研究の目的は、看護学と哲学の研究者

が協力して、現象学的看護研究の教育法を

確立することである。ただ、この作業には、

現象学的研究の方法論の検討を必然的に伴

う。研究者たちは、平成 21-23 年度の科学

研究費補助金（基盤研究(C)）「現象学的看

護研究の方法論の確立」（課題番号

21592712、研究代表者、松葉祥一）におい

て、現象学的看護研究の方法論の確立を目

指した。本研究では、この成果を基盤にし

て教育法を検討する。 

② ①の成果を現象学的看護研究のための

教科書としてまとめる。 

③ 現象学的研究の方法論的探究と合わせ

て、現象学的研究の成果は普遍性をもちう

るか、研究成果をどのように評価すること

ができるかといった、基礎的、理論的問題

について検討する。 

④ 以上の成果を広く知らせる。 

 

３．研究の方法 

① 現象学的看護研究を実践している研究

者や大学院生を研究会に招いて、研究上の

疑問に答えたり、問題点を共同討議したり

することによって、教育方法を蓄積する。

候補者は、学会や研究会で募ると同時に、

ホームページ上でも募集する。こちらから

依頼もしくは先方から依頼のあった研究者

や大学院生を研究会に招き、共同研究者全

員で疑問点や問題点について討議する。そ

れによって、初学者が陥りやすい教育・指

導上の問題点を蓄積し、解決策を提示する。 

② 現象学的看護研究の教科書を共同研究

者が分担執筆し、その原稿を共同討議する

ことによって修正を行うと同時に問題点に

ついての議論を深める。この教科書によっ

て、現象学的看護研究のための方法論と教

育方法を提案する。 

③ ①②では明らかにすることができない

基礎的理論的問題について、講師を招いて

討議する。例えば、現象学的研究の成果は

普遍性をもちうるか、それは量的研究方法

の成果とどのように違うのか、また現象学

的研究の成果をどのように評価するかとい

った理論的問題について、国内外で看護の

現象学的研究を実践している看護学研究者

や現象学者を招いて共同討議を行う。 

④ すべての研究会を一般公開にすると同

時に、最終年度にシンポジウムを開催して



成果を問う。 

 

４．研究成果 

① 5名以上の大学院生や研究者を招いて研

究上の疑問に答えた。そのなかで明らかに

なったのは、初学者の多くはデータ分析で

躓いているということであった。現象学的

研究の場合、コード化やラベリングのよう

な具体的手順の指示がないがゆえに、行き

詰まってしまうことになる。これについて

は、多様な分析方法を示すとともに、分析

の指標（身体性、時間性、制度など）を示

すことによって、分析の手がかりを自ら発

見するきっかけになることがわかった。そ

の他、インタヴューについても、どこまで

事前に指示してよいか、何を聞けばよいか

など、迷いが多いことがわかった。 

② 現象学的看護研究の教科書を共同研究

者が分担執筆し、その原稿を共同討議する

ことによって、修正を行った。成果は、松

葉祥一・西村ユミ編『現象学的看護研究─

─理論と分析の実際』（医学書院、2014年）

として出版した。看護と哲学の研究者が共

同討議することによって、記述を明確にす

ることができただけでなく、看護研究者に

とって難解な用語や考え方を明らかにする

ことができた。 

③ 池田喬（明治大）、石原孝二（東京大）、

屋良朝彦（長野県立看護大）らの各氏を招

いて、現象学的研究の成果は普遍性をもち

うるか、その成果をどのように評価するか

といった基礎的、理論的問題について討議

した。看護研究のように具体的な事象から

出発する研究の場合、必ずしも「普遍的」

な結論を目指しているわけではなく、現象

学的な看護研究が目指すのは「具体的一般

性」ではないかということ、この一般性が

量的研究の場合と同じ基準（再現可能性）

で評価できるか、できないとすればどのよ

うに評価するかという問題が残ることなど、

現象学的看護研究とって本質的な問題を検

討することができた。 

④ 最終年度の 2014年 12月 21日、東京

大学本郷キャンパス 法文 2 号館において、

科研研究「ケアの現象学の具体的展開と組

織化」（代表者、榊原哲也、基盤研究(B)、

24320004）と共催で、一般公開の研究集会

「ケアの現象学的研究──方法と実践」を

開催し、のべ 300人以上の参加者があった。 

 第 1 部「ケアの現象学的研究の実践」で

は、村上靖彦（大阪大学）が「精神看護の

現象学」について、福田俊子（聖隷クリス

トファー大学）が「精神のソーシャルワー

カーの経験」について、 守田美奈子（日本

赤十字大学）が「緩和ケアの現象学」につ

いて発表した。 

 第 2 部「ケアの現象学的研究の方法」で

は、榊原哲也（東京大学）が「現象学とは

何か」について、松葉祥一（神戸市看護大

学）が「方法としての現象学」について、

西村ユミ（首都大学東京）が「事象から方

法を選び取るとは」について、グレッグ美

鈴（神戸市看護大学）が「他の質的研究と

の違い」について発表した。 
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